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モデル概要

軸対称モデルシミュレーション領域

150 mm

23 mm
Arガス

25 mTorr

誘電体
（誘電率：石英相当）

誘電体
（誘電率：石英相当）

交流 電圧： 300 V

振幅： 4 MHz

 コンデンサ： 100 pF

コンデンサ： 100 pF

交流 電圧： 100 V

振幅： 27.12 MHz

※ Particle-PLUSでは重畳周波の場合も計算可能です。
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電位
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電位（周期平均）

電極電位の時間変化
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✓ 電子速度はイオン速度よりもか
なり速いため、イオンはプラズ
マ中に取り残され、その結果プ
ラズマの電荷は若干正となる。

✓ 自己バイアス効果により電極は
負に帯電している。高周波側は
約−20 V、低周波側は約−150 V
の自己バイアスとなっている。

（高周波/低振幅）

（低周波/高振幅）
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粒子の推移
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粒子数の時間変化

時間 [s]
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蓄積電荷の時間変化
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Ar+

e-

チャンバー内

誘電体

高周波電極

低周波電極

アース壁

✓ 1 × 10−5秒ほどで定常的な状態
に達し、プラズマ粒子の生成・
消滅バランスが取れる。

✓ 前ページの電位分布と同様に、
チャンバー内にはイオンが取り
残されてプラズマの電荷は正に
偏ることが推察できる。
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粒子数密度
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電子数密度（周期平均）

Arイオン数密度（周期平均）

[/m3]

[/m3]

（高周波/低振幅）

（低周波/高振幅）

（高周波/低振幅）

（低周波/高振幅）
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Arイオン流束
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Arイオン数流束（周期平均）
※ 値の押上表示

Arイオンエネルギー流束（周期平均）
※ 値の押上表示

[/ m2 ⋅ s ]

[W/m2]

✓ Particle-PLUSでは、これらのフラックス分布を用いてスパッタ現象を
計算することができます。

（高周波/低振幅）

（低周波/高振幅）

（高周波/低振幅）

（低周波/高振幅）
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https://www.wavefront.co.jp/CAE/particle-plus/detail.html https://www.wavefront.co.jp/CAE/particle-plus/column.html

https://www.wavefront.co.jp/inquiry.html https://www.wavefront.co.jp/CAE/particle-plus/example.html

https://www.wavefront.co.jp/CAE/particle-plus/column.html
https://www.wavefront.co.jp/CAE/particle-plus/example.html
https://www.wavefront.co.jp/inquiry.html
https://www.wavefront.co.jp/CAE/particle-plus/detail.html
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